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発
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九
十
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十
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五
号

昭
和
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年
三
月
十
五
日

　
（
第
三
種
郵
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物
認
可
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令
和
四
年
十
月
一
日
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納
本
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十
月
五
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公益財団法人公益財団法人

書 壇 院書 壇 院

②

書 

画 

の 

鑑 

賞 

（
書
壇
院
収
蔵
品
）

84

平ひ
ら

原は
ら

香こ
う

雪せ
つ

（
一
九
〇
三
―
一
九
七
六
）

名
は
昭
蔵
、
明
治
三
六
年
山
梨
県
甲
府
市
の
米
穀
商

を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
三
歳
の
時
東
京
に
移
住
。

幼
少
か
ら
絵
心
の
あ
っ
た
香
雪
は
大
正
一
〇
年
渡
辺
雪

峰
の
門
に
入
り
、
学
業
を
中
途
に
し
て
南
画
の
道
に
専

念
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
雪
峰
は
書
に
も
品
格
を
と

吉
田
苞
竹
に
つ
い
て
書
を
学
ば
せ
た
。
南
画
は
画
と
賛

と
が
一
体
と
な
っ
て
高
い
精
神
世
界
を
描
く
も
の
で
あ
る
。

香
雪
は
逓
信
省
（
郵
政
省
）
簡
易
保
険
局
に
勤
務

す
る
一
方
で
、
書
壇
院
の
実
務
や
門
下
の
指
導
も
お
こ

な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
中
、
書
壇
院
周
辺
も
戦
禍
に
襲

わ
れ
た
が
、
書
壇
院
は
早
く
も
終
戦
直
後
の
昭
和
二
〇

年
九
月
に
『
書
壇
』
を
再
刊
、
翌
二
一
年
一
二
月
に
は

第
一
三
回
書
壇
院
展
を
開
催
。
こ
の
と
き
に
漢
字
部
、

か
な
部
、
南
画
部
に
わ
け
ら
れ
、
篆
刻
部
が
創
設
さ
れ

た
。
香
雪
は
南
画
部
審
査
員
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
財
団
法
人
書
壇
院
の
評
議
員
、
理
事
と
し
て

終
生
書
壇
院
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
昭
和

二
八
年
よ
り
『
書
壇
』
の
南
画
初
学
講
座
を
担
当
し
、
逝

去
の
昭
和
五
一
年
一
二
月
号
ま
で
実
に
二
八
七
回
に
及
ん
だ
。

香
雪
の
画
域
は
広
く
、
山
水
の
他
、
松
竹
、
花
卉
、

果
実
、
竹
石
、
鳥
禽
な
ど
、
水
墨
の
静
謐
さ
の
中
に
香

雪
独
特
の
迫
真
の
妙
技
を
発
揮
し
た
。

こ
の
作
の
賛
に
は
乙き

の
と巳み

首
春
と
あ
る
。
昭
和
四
〇
年

正
月
で
あ
る
。
香
雪
は
六
二
歳
、
脂
の
乗
り
切
っ
た
頃

で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
一
年
後
香
雪
は
心
筋
梗
塞
を
発
病

し
、
世
を
去
る
。

苞
竹
早
逝
後
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

近
藤
秋
篁
と
互
い
に
書
と
南
画
を
教
授
習
錬
し
合
う
こ

と
久
し
く
、
香
雪
の
賛
は
書
と
し
て
も
一
級
品
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。�

（
柳
澤
朱
篁
）

書
壇
院
を
彩
っ
た
先
師
た
ち
（
八
）

　
平
原
香
雪
画
幅

本
紙
サ
イ
ズ  135.5×

34㎝

　
　
　
　
自
是
歳
寒
松
竹
伴
　
無
心
要
占
百
花
先

　
　
　
　
　
　
　
乙
巳
首
春
於
青
萍
軒
香
雪
迂
生
試
毫
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定
価
八
〇
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円
（
送
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込
）
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和
四
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十
月
一
日
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和
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五
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発
行

書

　壇

　第
九
十
五
巻

　第
十
号

発
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印
刷
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印
刷
株
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会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
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四
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二
四

 

　
　
　東
池
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セ
ン
タ
ー
ビ
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発
行
人 

水

　野

　澄

　篁

事務取り扱い時間　午前9時半より午後5時まで
̶日曜・月曜（月曜が祝・休日の場合火曜も）・
　　　　　祝・休日及び年末年始はお休みです̶

◎東京メトロ	「神谷町」（日比谷線）	 徒歩5分
	 「六本木一丁目」（南北線）	 徒歩8分

泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

書
壇
院
案
内
図

　
会
期
・
時
間
・
会
場
は
一
般
部
に
同
じ
（
17
頁
を
ご
覧
下
さ
い
）

　
細
　
則

▽
出
品
者　

十
八
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

▽
種　

別　

Ａ
漢
字　

Ｂ
か
な　

Ｃ
南
画　

Ｄ
日
本
文

　
　
　
　
　

※
Ａ
〜
Ｄ
の
各
部
門
一
点
ず
つ
出
品
で
き
る
。

▽
体　

裁　

幅
仕
立
て
本
表
装
（
軸
装
）

　
　
　
　
　

※
書
壇
院
に
て
一
括
し
て
表
装
店
に
依
頼
す
る
。

　
　
　
　
　

※
表
装
の
色
、
柄
等
の
指
定
は
で
き
な
い
。

▽
寸　

法　

①
小
画
仙
半
切
（
用
紙
の
寸
法　

横
34.0
〜
35.0
㎝　

縦
134.5
〜
135.5
㎝
）

　
　
　
　
　

②
半
切
２
／
３
（
用
紙
の
寸
法　

横
34.0
〜
35.0
㎝　

縦
89.5
〜
90.5
㎝
）

　
　
　
　
　

③
半
切
１
／
３
横
（
用
紙
の
寸
法　

横
44.0
〜
45.0
㎝　

縦
34.0
〜
35.0
㎝
）

　
　
　
　
　

※
表
装
の
都
合
に
よ
り
用
紙
の
大
き
さ
は
必
ず
右
記
の
寸
法
に
お
さ
め
る
こ
と
。

▽
出
品
料　

一
六
、〇
〇
〇
円
（
表
装
料
を
含
む
）		

※
作
品
提
出
時
に
同
封
の
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
込
取
扱
票
」（
東
京
〇
〇
一
九
〇
―
九
―

九
一
二
一　

書
壇
院
展
半
切
部
）
で
納
入
の
こ
と
。

	

お
納
め
い
た
だ
い
た
出
品
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

	

【
九
月
二
十
二
日
（
木
）
厳
守
】

▽
出
品
票　

出
品
作
品
に
は
所
定
の
出
品
票
を
添
え
る
こ
と
。

▽
出
品
締
切　

九
月
二
十
二
日
（
木
）
必
着
で
書
壇
院
へ
送
付
の
こ
と
。（
裏
打
ち
や
表
装
を
し
な
い
こ
と
）

▽
搬　

出　

会
期
終
了
後
表
装
店
よ
り
返
送
す
る
。

▽
そ
の
他　

出
品
物
は
本
院
に
お
い
て
努
め
て
保
護
す
る
が
、
不
可
抗
力
の
災
害
に
対
し
て
は
そ
の
責
を

負
わ
な
い
。

　
鑑
別
・
審
査
・
陳
列
・
褒
賞

▽
陳　

列　

鑑
別
に
よ
り
入
選
し
た
も
の
を
陳
列
す
る
。（
陳
列
に
関
す
る
異
議
申
立
て
は
認
め
な
い
）

▽
褒　

賞　

審
査
の
結
果
優
秀
な
作
品
に
は
特
賞
、
優
作
賞
、
佳
作
賞
を
授
与
す
る
。

▽
特
賞
を
三
回
受
賞
し
た
者
は
、
半
切
部
会
友
と
な
る
。

▽
授
賞
式
は
東
京
都
美
術
館
講
堂
に
お
い
て
行
う
予
定
。（
決
定
次
第
受
賞
者
本
人
に
連
絡
す
る
）

▽
入
賞
は
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
会
場
（
東
京
都
美
術
館
）
に
お
い
て
発
表
す
る
。

▽
入
賞
者
氏
名
は
『
書
壇
』
誌
上
に
発
表
す
る
。

　
第
八
十
九
回　

書
壇
院
展
　
半
切
部
公
募
要
項

（
漢
字
臨
書
規
定
＝
8
頁
）

半
切
＝
斯
觀
寧
心
識
（
五
字
）

半
紙
＝
槃
桓
竟
何
爲
（
五
字
）

課 

題

齡
。
斯

　觀

　寧

　心

　識
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　槃

　桓

　竟

　何

　爲
。
雲

　
　
　

古

典

研

究

論
經
書
詩

（
書
跡
名
品
叢
刊
②
P.57
－
P.59
・
P.75
－
P.77
）
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1

表
紙
＝
書
壇
院
蔵　

吉
田
苞
竹
画

題
字　

集
鄭
道
昭
書

古
典
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
表
2

巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平　

井　

侗　

子
… 

1 

同
人
参
考
手
本
… 

柳　

田　

純　

一
・
丸　

川　

瑞　

江
… 

2

 

東　

澤
・
晶　

笛
・
春　

淵
・
千
鶴
子 　
　

 

加　

藤　

玲　

香
・
佐　

藤　

節　

子 　
　

競

書

課

題

漢
字
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

横　

山　

菁　

絢
… 

5

か
な
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平　

井　

侗　

子
… 

6

南
画
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

岩　

﨑　

桂　

花
… 

7

漢
字
臨
書
規
定
…
小　

林　

尗　

瑛
・
宮　

下　

翠　

逕
… 

8

か
な
臨
書
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…

星　

野　

静　

代
… 

9

日
本
文
…
…
…

柳　

澤　

朱　

篁
・
小　

川　

紫　

𣴑
… 

10

篆
刻
入
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

益　

滿　

丁　

盦
… 

11

毎
日
書
道
展
入
賞
者
作
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

第
十
四
回
日
本
文
の
書
展
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

第
八
十
九
回
書
壇
院
展
公
募
要
項
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

第
一
二
〇
回
審
査
会
員
遊
苑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

第
一
一
二
五
回
選
書

　

写
真
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32  

十
一
月
五
日
締
切
課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
47

書
壇
院
日
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

バ
ー
コ
ー
ド
券
申
込
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

応
募
規
定
・
競
書
出
品
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

書
画
の
鑑
賞
…
…
…
…
…
…
…
…

柳　

澤　

朱　

篁
… 

表
４

六
十
年
程
前
の
こ
と
、
神
田
の
書
道
専
門
書
を
売
る
店
先
で
、
偶
然
手
に
し
た
書
道

誌
の
「
書
は
品
位
、
雅
致
、
筆
力
の
三
つ
が
大
切
で
あ
る
」
と
の
記
述
が
目
に
と
ま
り

ま
し
た
。
私
は
迷
う
こ
と
な
く
、
そ
こ
で
書
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
励
み
た
い
と
決
意

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
『
書
壇
』
で
し
た
。

か
な
書
を
深
く
学
び
た
い
の
一
心
で
師
を
模
索
し
て
い
た
当
時
、
こ
の
一
冊
と
の
出

会
い
が
縁
で
書
壇
院
の
教
場
へ
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
書
壇
院
の
玄
関
前
で
期
待
感

を
も
っ
て
一
礼
、
そ
っ
と
二
階
の
教
場
へ
。
そ
こ
は
静
か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
お
稽
古
中
の
師
と
先
輩
方
の
会
話
を
聞
き
、
作
品
を
拝
見
し
な

が
ら
順
番
を
待
ち
ま
す
。
私
は
、
そ
の
時
間
が
と
て
も
嬉
し
く
豊
か
な
気
持
ち
に
な
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
私
に
多
く
の
智
恵
を
賜
り
、
迷
う
こ
と
の
な
い
よ
う
懇
切
丁
寧
に
導
い
て

下
さ
っ
た
先
輩
の
方
々
の
慈
愛
に
満
ち
た
目
差
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
教
場
で
は
、
古
筆
臨
書
の
料
紙
に
お
け
る
諸
々
を
。
そ
の
頃
は
、
臨
書
す
る
古
筆
が

決
ま
る
と
料
紙
制
作
者
に
料
紙
を
依
頼
し
ま
す
。
私
は
、
で
き
あ
が
っ
た
料
紙
を
受
け

取
る
時
の
気
高
く
厳
粛
な
雰
囲
気
が
好
き
で
し
た
。
こ
の
料
紙
に
出
会
い
書
せ
る
幸
せ

を
全
身
で
感
じ
た
も
の
で
す
。
ま
た
制
作
者
と
の
会
話
も
尊
く
、
楽
し
い
時
空
を
持
て

た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

一
冊
の
『
書
壇
』
と
の
出
会
い
が
新
た
な
出
発
と
な
り
、
掛
替
え
の
な
い
先
輩
方
と

の
係
り
が
今
も
私
の
心
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
出
会
い
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
過
ご
せ
た
ら
と
切
に
思
い
ま
す
。

出
会
い

平ひ
ら

　
井い

　
侗な
お

　
子こ

令
和
四
年
　
書
　
壇
　
十
月
号
　
目
次

01巻頭言目次_22_10.indd   101巻頭言目次_22_10.indd   1 2022/08/25   13:07:042022/08/25   13:07:04
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同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用下さい─半切（135 × 35）

─
顧
況
詩
─
　

　
丸
川
瑞
江
書

　
　

	

ノ	
	

　
　
　

ツ
ラ
ン	

	

ニ	
	

	
	

	
	

	

シ
ム	

ノ	
	

	
	

	
	

ヘ	

　
　
　

ス
レ
バ

　

	
	

	
	

二	
	

一	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　

レ

故
　
園
　
黃
　
葉
　
滿
　
靑
　
苔
。
夢
　
後
　
城
　
頭
　
曉
　
角
　
哀
。
此
　
夜
　
斷
　
腸
　
人
　
不
　
見
。
起
　
行
　
殘
　
⺼
　

影
　
徘
　
徊
。
　
　（
唐
詩
選
）

　
柳
田
純
一
書

─
石
川
啄
木
の
歌
─　

　
　い
の
ち
な
き
　
砂
の
か
な
し
さ
よ
　
さ
ら
さ
ら
と
　
握
れ
ば
指
の
　
あ
ひ
だ
よ
り
落
つ
　
　（
新
編
啄
木
歌
集
）

02同人参考手本_22_10.indd   202同人参考手本_22_10.indd   2 2022/08/25   13:07:262022/08/25   13:07:26
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同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用下さい─半　紙
　
　
　

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

ス

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

二	
	

一

秋
　
風
　
發
　
初
　
涼
。

平　岡　東　澤　書

劉
鑠
句

佐　々　晶　笛　書

蘇
軾
句

　
　

	
	

	
	

　
　
　

ク
ン
バ	

	
	

カ	

ラ
ン	

	

ノ	

キ
ヲ

	
	

	
	

	
	

二	
	

一	
	

二	
	

	

一

人
　
生
　
無
　
離
　
別
。
誰
　
知
　
恩
　
愛
　
重
。

小　林　春　淵　書

常
建
句

　
　
　

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

ル	
	

ニ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

二	
	

一

玄
　
鶴
　
下
　
澄
　
空
。

柴　田　千鶴子　書

若
山
牧
水
の
歌

	
	

石い
し

越こ

ゆ遊

る
　
水
の能

ま万

ろ路

み三

を越

　
な那

が可

め免

つ
ゝ
　
こ
こ
ろ
か可

な
し

も毛

　
秋
の
た堂

に耳

間
に二

03_同人参考手本_22_10.indd   303_同人参考手本_22_10.indd   3 2022/08/25   13:07:472022/08/25   13:07:47
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書壇院展・毎日展公募と同サイズです ─ご活用下さい─

２尺×６尺額用

同　人　参　考　手　本

　
加
藤
玲
香
書�

─
吳
寛
句
─

　	
	

	
	

	
	

	

キ	
	

	
	

	
	

	

シ

風
　
林
　
落
　
葉
　
秋
　
聲
　
動
。
露
　
草
　
鳴
　
蛩
　
夜
　
氣
　
涼
。
　
　（
新
修
墨
場
必
携
）

用
紙
　
朝
陽
箋

筆
　
　
和
筆
・
中
鋒
三
号

　
佐
藤
節
子
書�

─
窪
田
空
穂
の
歌
─

　
　
　
見
の
近
く
　
立
つ徒

や
香
久
山
　
う
ろ
こ
雲
　
あ
ま万

ね
き
空曾

羅

の能

　
月
に耳

明
る
き起

　
　（
か
な
墨
場
辞
典
）

用
紙
　
和
画
箋

筆
　
　
和
筆
・
中
鋒
七
号

04同人参考作例_22_10.indd   404同人参考作例_22_10.indd   4 2022/08/25   13:08:112022/08/25   13:08:11
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天
─
左
右
の
払
い
を
暢
び
や
か
に
。

氣
─
米
は
中
心
よ
り
左
側
に
書
き
ま
す
。

晩
─
最
後
の
曲
が
り
の
上
は
あ
け
ま
す
。

来
─
二
画
目
と
三
画
目
の
点
は
左
右
に
あ
け
て
。

秋
─
の
ぎ
へ
ん
は
左
側
を
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

十
月
五
日
締
切
（
行
書
）

漢
　
字
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
47
頁
参
照

玄
位
～
六
位
課
題

天
氣
𣆶
來
秋

（
天
気
晩
来
秋
な
り
）

夕
べ
と
も
な
る
と
い
よ
い
よ
秋
ら
し
い
。

上
位
・
準
上
位
課
題

噭
噭
夜
猿
鳴 半

紙
縦
書

晩
次
樂
鄕
縣

晩ば
ん

に
樂ら
く

鄕き
ゃ
う

縣け
ん

に
次や
ど

る
陳ち
ん

子す

昂ご
う

故
鄕
杳
無
際

故こ

郷
き
ゃ
う
杳え
うと
し
て
際さ
い

無な

し

日
暮
且
孤
征

日じ
つ

暮ぼ

且か

つ
孤こ

征せ
い

す

川
原
迷
舊
國

川せ
ん

原げ
ん

舊き
う

國こ
く

に
迷ま
よ

ひ

衜
路
入
邊
城

衜だ
う

路ろ

邊へ
ん

城じ
や
うに
入い

る

野
戍
荒
烟
斷

野や

戍じ
ゅ

荒く
わ
う

烟え
ん

斷た

え

深
山
古
木
平

深し
ん

山ざ
ん

古こ

木ぼ
く

平た
ひ
らか

な
り

如
何
此
時
恨

如い

何か
ん

せ
ん
此こ

の
時と
き

の
恨
う
ら
み

噭
噭
夜
猿
鳴

噭け
う

噭け
う

と
し
て
夜や

猿ゑ
ん

鳴な

く

　
参
考
手
本
　
玄
位
～
六
位
　
横よ
こ

山や
ま

菁せ
い

絢け
ん

書

05漢字規程_22_10.indd   505漢字規程_22_10.indd   5 2022/08/25   13:08:422022/08/25   13:08:42
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極
位
・
準
極
位
課
題

あ
さ
ま
だ
き　

あ
ら
し
の
山や
ま

の　

寒さ
む

け
れ
ば　

も
み
ぢ
の
錦に
し
き　

き

ぬ
人ひ
と

ぞ
な
き

（
藤
原
公
任
）

妙
位
〜
６
位
課
題

ほ本

の
か可

に尓

も　

風加
世

は
吹ふ

か可

な
む無　

花
す数

すゝ
き支　

む
す春

ぼ保

ほ本

れ連

つ川

つゝ　

露
に耳

ぬ
る
と
も毛

（
斎
宮
女
御
）

※
か
な
漢
字
相
互
の
変
換
、
ち
ら
し
自
由
。
落
款
は
○
○
か
く
＋
印
。

　

参
考
手
本　

妙
位
〜
６
位　

平ひ
ら

井い

侗な
お

子こ

書

　

古
筆
で
学
ん
だ
連
綿
法
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

半
紙
縦
書

十
月
五
日
締
切

か　

な　

規　

定

次
号
課
題
（
予
告
）

　

47
頁
参
照

06かな規定_22_10.indd   606かな規定_22_10.indd   6 2022/08/25   13:09:042022/08/25   13:09:04
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今
回
は
全
体
を
上
部
に
持
っ
て
き
て
枝
が
下
が
る
図
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
解
説
の
よ
う

に
太
め
の
幹
を
途
中
か
ら
左
上
部
に
し
っ
か
り
描
き
ま
す
。
次
に
左
上
に
少
し
太
め
の
短

か
い
枝
を
最
初
の
幹
の
後
ろ
を
通
っ
て
右
下
に
向
け
て
描
き
ま
す
。

左
端
の
太
め
の
幹
の
下
か
ら
あ
ま
り
濃
く
せ
ず
枝
を
出
し
ま
す
。
小
枝
に
開
き
具
合
や

手
前
向
き
後
ろ
向
き
等
色
々
、
濃
淡
に
気
を
つ
け
て
花
を
つ
け
ま
す
。
最
後
に
花
芯
と
萼

を
つ
け
ま
す
。

画
賛
は
「
獨
占
天
下
春
」
で
す
。

参
考
手
本
　
岩い
わ

﨑さ
き

桂け
い

花か

画

─
梅
─
　

南
画
初
学
講
座
（
一
一
五
）�

岩
　
﨑
　
桂
　
花

※
横
三
十
五
セ
ン
チ
、
縦
二
十
七
セ
ン
チ
（
小
画
仙

紙
半
切
五
分
の
一
）の
用
紙
を
横
に
揮
毫
の
こ
と
。

十
月
五
日
締
切

南
　
画
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
47
頁
参
照

参
考
　
大
久
保
楓
紅
画

07南画規定_22_10.indd   707南画規定_22_10.indd   7 2022/08/25   13:09:262022/08/25   13:09:26
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「
論
經
書
詩
」
は
北
魏
の
永
平
四
年
（
五
一
一
）

の
刻
で
鄭て

い

道ど
う

昭し
ょ
う

の
書
で
す
。
山
東
省
萊ら

い

州し
ゅ
う

市
に
は

天
柱
山
・
雲
峰
山
・
太
基
山
な
ど
が
連
な
り
、
雲
峰

山
に
は
鄭て

い

羲ぎ

下か

碑ひ

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
一
〇
〇

ｍ
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
に
論
經
書
詩
（
縦
四
・
五
、

横
六
ｍ
）
が
あ
り
、
一
字
の
大
き
さ
は
一
五
～
一
六

㎝
ほ
ど
の
大
字
群
、
二
〇
行
の
五
言
古
詩
五
〇
句
が

巨
岩
の
一
面
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
道
昭
は
神
仙
道

に
心
酔
し
、
神
仙
の
道
士
達
と
雲
峰
山
に
遊
ん
だ

折
、
こ
の
山
が
神
仙
の
棲
む
安
息
の
地
と
考
え
、「
經

書
を
論
ず
」の
詩
を
刻
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
書
は
円
筆
と
方
筆
が
自
在
に
加
わ
り
、
自
由
闊

達
で
格
調
高
く
、
雄
大
で
力
強
く
、
北
魏
の
楷
書

中
、
最
上
の
書
境
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鄭
道
昭
（
？
～
煕
平
元
年
・
五
一
六
）
河
南
省
滎け

い

陽よ
う

の
人
。
字あ

ざ
なは

僖き

伯は
く

、
号
は
中
岳
先
生
。
少
年
時
代

か
ら
学
問
を
好
み
、
ま
た
父
鄭
羲
の
学
識
を
受
け
高

い
教
養
を
備
え
、
し
か
も
道
家
思
想
に
深
く
、
人
々

か
ら
の
信
望
が
厚
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北

魏
の
孝
文
帝
に
仕
え
、
光
州
刺
史
（
地
方
長
官
）
と

な
り
、
そ
の
後
要
職
を
経
て
青
州
刺
史
を
歴
任
、
さ

ら
に
晩
年
は
中
央
秘
書
監
と
し
て
つ
と
め
、
都
の
洛

陽
に
て
没
し
て
い
ま
す
。

二
二
年
前
、
萊
州
市
で
の
「
吉
田
苞
竹
詩
書
碑
除

幕
式
」
に
参
列
し
た
折
、
あ
の
雲
峰
山
に
登
り
、
鄭

道
昭
の
大
き
な
遺
産
に
触
れ
た
時
の
こ
と
は
、
今
日

に
な
っ
て
も
心
を
奮
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

課
題
は
古
隷
の
風
が
発
揮
さ
れ
、
円
筆
と
方
筆
が

そ
の
中
に
あ
り
、
引
き
締
ま
っ
て
い
な
が
ら
無
限
の

広
が
り
を
想
起
し
、
学
習
し
た
い
も
の
で
す
。

論ろ
ん

経け
い

書し
ょ

詩し

　

小
　
林
　
尗
　
瑛
　
臨　
　

半
切
参
考
手
本
（
上
位
〜
六
位
）

宮み
や

下し
た

翠す
い

逕け
い

臨�

半
紙
参
考
手
本（
上
位
〜
六
位
）

次
号
課
題
（
予
告
）

　
　
47
頁
参
照

小こ

　
林ば

や
し

　
尗し

ゅ
く

　
瑛え

い

十
月
五
日
締
切

漢
字
臨
書
規
定
　
　
小
画
仙
紙
半
切
・
半
紙
縦
書

参
考
資
料 

表
紙
内
側

08漢字臨書規定_22_10.indd   808漢字臨書規定_22_10.indd   8 2022/08/25   13:09:482022/08/25   13:09:48
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極
位
〜
２
位

左
を
半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

（
二
玄
社
　
日
本
名
筆
選
㉘
P.27
）　
　
　
　  

３
位
〜
６
位
参
考
手
本　

星ほ
し　

野の　

静し
ず　

代よ　

臨

　

３
位
〜
６
位

半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

た多

つ
た
が可

は　

も无

み美

ぢ
み見

だ多

れ礼

て弖　

な
が可

る流

め
り利

た多

つ
た
が可

は
　
も无

み美

ぢ
み見

だ多

れ礼

て弖

　
な
が可

る流

め
り利

　
わ
た多

ら
ば者

に尓

し
き起

　
な奈

か可

や
た多

え
な奈

む無

課
題
の
歌
は
、
紅
葉
が
散
り
落
ち
て
竜
田
川
を
一
面
に
埋
め
て
流
れ
行
く
様
子
を
詠
ん
だ
秋
歌
で
す
。
連
綿
非
連
綿
の
巧
み
な
交
用
で
構
成
さ
れ
た
二
行
が
美
し
い
佇
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。
一
行
目
、
細
線
の
五
字
連
綿
で
始
ま
る
表
情
豊
か
な
文
字
が
一
直
線
上
に
あ
り
安
定
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
二
行
目
は
単
体
や
多
様
な
連
綿
を
駆
使

し
た
変
化
に
富
ん
だ
書
き
ぶ
り
が
鮮
や
か
。
微
妙
な
線
の
揺
れ
を
見
逃
さ
ぬ
よ
う
丁
寧
に
そ
し
て
連
綿
線
の
違
い
を
確
認
し
な
が
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
墨
色
の
濃
淡
、
終
句

え4

の
字
形
に
注
意
で
す
。�

（
星
野
静
代
）

十
月
五
日
締
切

か

な

臨

書

規

定　
巻か

ん

子す

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

集し
ゅ
う　 

─
二
十
二
─　

半
紙
縦
半
切

次
号
課
題

　
（
予
告
）

　

47
頁
参
照

09かな臨書規定_22_10.indd   909かな臨書規定_22_10.indd   9 2022/08/25   13:10:112022/08/25   13:10:11
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10月 5日締切 日　本　文

条
幅
規
定
　
タ
テ
　
中
井
言
玉
書

陵
を
出
し
　
白
鷺
一
つ
　
月
の
面
を�

（
山
本
梅
史
）

予
告
　
十
一
月
五
日
締
切
課
題

●
半
紙
・
条
幅
規
定　

手
本
参
照

●
半
紙
随
意　

半
紙
タ
テ
と
す
る

・
日
本
文
の
級
位
を
書
く
こ
と
。・
著
作
権
に
注
意
す
る
こ
と
。

①
条
幅
規
定
　
半
切
タ
テ　

参
考
手
本　

柳
澤
朱
篁
書

道
の
べ
に　

鳴
け
る
こ
ほ
ろ
ぎ　

行
き
過
ぐ
る　

後
に
な
れ
り　

や
や
に
か

す
か
に�

（
三
ケ
島
葭
子
）

わ
が
町
の
生
ん
だ
歌
人

三
ケ
島
葭
子
の
歌
な
の
で

身
近
な
情
景
と
し
て
書
い

た
。

③
半
紙
随
意
　
書
体
・
文
言
自
由
。
半
紙
ヨ
コ

②
半
紙
規
定
　
タ
テ

参
考
手
本

　

小
川
紫
𣴑
書

稲
か
れ
ば　

小
草
に
秋
の　

日
の
当
る

�
（
与
謝
蕪
村
）

菊
田
竹
子
書

枯
山
の　

け
む
り
一
す

ぢ

�

（
種
田
山
頭
火
）

半
紙
規
定
　
ヨ
コ
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《
応
募
作
品
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
今
月
の
課
題
は
「
明
窗
淨
几
」
で

し
た
。
几
字
が
疎
画
で
、
他
の
三
文

字
と
の
調
和
を
如
何
に
図
る
か
が
第

一
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
思
い
き
り

空
間
を
設
け
る
か
、
や
や
絞
る
か
で

す
が
、
古
人
は
空
間
を
取
る
処
理
が

多
い
よ
う
で
す
。

規
定 

〇
石
春
さ
ん
、
字
法
、
章
法
、
刀
法
、

い
ず
れ
も
佳
で
す
。
特
に
淨
の
線
の

潰
し
方
、
窗
の
下
部
の
弾
け
が
見

事
で
す
。
几
も
よ
く
座
り
ま
し
た
。

〇
蘭
陽
さ
ん
。
大
胆
な
印
風
で
す
。

明
窗
の
布
置
面
積
が
広
い
で
す
が
、

刀
法
が
こ
れ
を
救
っ
て
い
ま
す
。

下
縁
の
朱
を
広
く
取
っ
た
こ
と
も

功
を
奏
し
ま
し
た
。

〇
賢
さ
ん
、
几
を
朱
文
と
す
る
朱
白

相
関
印
で
、
漢
印
風
の
作
品
に
な

り
ま
し
た
。
明
の
右
側
余
白
が
や

や
寂
し
い
で
す
。
明
の
月
を
や
や

方
形
に
、
角
（
転
折
）
を
し
っ
か

り
出
し
た
方
が
効
果
的
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

〇
流
芳
さ
ん
丁
寧
な
作
で
す
。

	

机
は
几
の
異
体
字
で
す
が
、
説
文

の
机
は
「
木
也
。
从
木
几
聲
」
と

し
、
木
の
名
前
。
几
は
「
踞
几
也
。

象
形
」
で
踞
几
は
肘
掛
け
、
脇
息

を
言
い
、
の
ち
に
「
つ
く
え
」
の

義
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
故
に
「
つ

く
え
」
の
篆
書
は
几
に
作
り
ま
す
。

説
文
関
係
の
書
籍
は
多
数
あ
り
ま

す
が
、
概
ね
漢
文
か
中
国
文
で
書

か
れ
て
い
ま
す
。
さ
し
あ
た
り
説

文
の
現
代
語
訳
を
載
せ
て
い
る
三

省
堂
の
『
全
訳
漢
辞
海
』
を
参
照

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

随
意 

　
摹
刻
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〇
秀
甽
さ
ん
、「
榮
枯
盛
衰
」
字
配
り

は
う
ま
く
行
き
ま
し
た
。
盛
の
左

処
理
に
一
工
夫
で
す
。

益ま
す

　
滿み
つ

　
丁て
い

　
盦あ
ん

（
二
三
五
）

十
月
五
日
締
切
課
題

○
規
定
「
金
石
交
」

○
随
意
（
ま
た
は
摹
刻
を
含
む
）

○�

印
は
３
㎝
以
内
、
摹
刻
は
原
印
大
と

し
ま
す
。

○
51
・
52
頁
応
募
規
定
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
出
品
票
を
貼
っ
た
バ
ー
コ
ー
ド
券
を

必
ず
貼
付
し
て
下
さ
い
。

金
石
交
（
金
石
の
交
わ
り
）
金
石
の
よ
う
に
堅
く
、
心
変
わ
り
し
な
い
交
際
。

堀
　
　
流
芳
　

松
本
　
秀
甽
　

十
一
月
五
日
締
切
規
定
予
告

 　
　
「
彰
往
察
來
」

規
定
参
考
　 

益
滿
丁
盦
作

市
瀬
　
石
春
　

柴
　
　
蘭
陽
　

小
林
　
　
賢
　

 

摹
刻
参
考

霸
陵
園
丞
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